
海外技術協⼒促進検討事業

＜対策のポイント＞
アジア・アフリカの開発途上国において、それぞれの国・地域の課題解決に貢献するため、我が国のかんがい排⽔分野を中⼼とする先進技術を活⽤し、農業農

村開発を通じた課題解決及び我が国⺠間企業の海外展開を促進します。

＜事業⽬標＞
アジア・アフリカ地域における持続的な⾷料システムのモデル展開（３件以上［令和10年度まで］）

＜事業イメージ＞＜事業の内容＞
１．グローバルサウスの農業⽔利施設維持管理⼿法構築⽀援 21(ー)百万円
南アジアの後発途上国において、主要産業である農業の継続・発展には、⽼朽化し
た農業⽔利施設の中⻑期的かつ効率的な維持管理が必要不可⽋であるため、我が
国のストックマネジメントに係る知⾒・技術を活⽤し、現地に適した農業⽔利施設の維
持管理⼿法の構築を⽀援します。

２．アフリカ等における本邦企業の展開拠点ほ場整備の⽀援 34(34)百万円
農業関連の本邦企業のアフリカ等への進出を⽀援するため、我が国の優れた農業
技術を現地で実演する展⽰ほ場を農業基盤整備により造成します。

３．アフリカにおける持続可能な⾷料⽣産システム構築⽀援 35(ー)百万円
アフリカにおける①CARDの⽶⽣産量倍増⽬標（2019年〜2030年）の達成、
②⼩規模農家の所得向上に資する市場志向型農業導⼊のための畑地かんがい技
術の開発を⽀援します。また、③農業分野における気候変動への適応⼒向上のため、
我が国のかんがいに関する知⾒を活⽤した現地適⽤技術の開発・普及、⼩規模かん
がい施設の開発、効率的な⽔利⽤の推進、⽔利組合の運営強化等を⽀援します。

［お問い合わせ先］農村振興局設計課海外⼟地改良技術室（03-3595-6339）

【令和７年度予算概算決定額 90（93）百万円】

国 ⺠間団体等
定額

＜事業の流れ＞

事業実施期間︓１、３の事業 令和７年度〜令和10年度
２の事業 令和４年度〜令和７年度

アフリカにおける持続可能な⾷料⽣産システム構築⽀援

アフリカ等における本邦企業の展開拠点ほ場整備の⽀援

⽔⽥の排⽔改良 市場ニーズに応じた
作付作物の導⼊

＜課題＞
欧州や中国・韓国と⽐べて、
本邦企業のアフリカ等への進
出は出遅れている状況
→我が国の優れた技術を
現地で実演し、展開促進 展⽰ほ場の設置 技術の実証・展⽰

農業農村開発技術
(かんがい排⽔技術等）

農業機械
農薬・肥料

加⼯・流通設備等

農業技術・資材
の売り込み

グローバルサウスの農業⽔利施設維持管理⼿法構築⽀援

＜課題＞
農業⽔利施設の維持
管理不⾜による施設の
劣化
→適切な維持管理
⼿法の構築が必要

＜課題＞
・農業基盤の未整備や⾮効
率な⽔利⽤により、⽶の作
付け⾯積拡⼤を阻害
・市場の志向を意識しない収
益性の低い農業⽣産
・⽔源不⾜による⼲ばつ被害

農業⽔利施設の劣化

維持管理⼿法の構築

点検

調査

補修

⻑期的な利⽤

循環かんがいの開発


